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そもそも論として
• UNDB-Jの主流化の主要ツールとして、⽣物多様性国家戦略にも位

置づけられた。
• ⽣物多様性の損失は、社会の仕組みが原因。個々⼈の⽇々の⽣活

から解決しよう（だけが強調されること）の問題点はある。
• ⼀⽅、「⽣物多様性」は状態を表す⾔葉で、動的要素がなく、

「何をすればよいか」という想像を持ちにくい。⾏動に置き換え
ることで、伝わりやすさが⼀段上がるという声も多い

• 元になった５アクションは「⾃分のために良いことが⽣物多様性
にも良い」だった（安全安⼼と⾷べよう、⼈とのつながりとふれ
よう、⾃⼰表現と伝えよう）が、My⾏動宣⾔になる中で、「⽣物
多様性のために」できることと、コミュニケーションのアプロー
チが変わった。

• 宣⾔＝⾏動 ではない。⽣物多様性認知度とも連動が弱い。



派⽣形を作る議論の興り
• 環境省関連イベントでの宣⾔に限定されるなどMY⾏動宣⾔数の伸び悩み

（2012-2014）。配布数ではなく宣⾔を重視したことから、宣⾔部分の記⼊
や切離しなどの⼿間が課題。徐々に、みなし宣⾔を許容する形になった。

• UNDB中間年（2015）で中間評価と2020年⽬標値の設定を、UNDB-J委員
参加のワークショップを通じて⾏うことで、機運を盛り上げつつ、⾃分事
化してもらいたいという取組があった（環境省の岡野さんが当時担当者）。
結果、100万宣⾔や、にじゅうまる2020宣⾔という⽬標値が設定された。

• 100万宣⾔のために、動物園⽔族館が鍵という期待があったが、WS後の懇
親会で⽇動⽔の担当者から「今の使いにくいんだよね」という悩みの吐露
があり、IUCN-Jから⽇動⽔に協働を持ち掛け、地球環境基⾦の助成を獲得
し、デザイン・教材・ワークショップ開発ができる荻本央⽒（屋号：よそ
みっこ（旧よそ⾒屋 ぷろここ）をパートナーに教育展⽰施設版を作成。

• 教育普及施設版作成が嚆⽮となり、農林⽔産版、ダイバー、マザーアー
ス・（⼥⼦⾼⽣版（Blue Earth Projectによる））なども作られるように
なった。

https://undb.jp/wp/wp-
content/uploads/2019/06/ac
tion_jirei.pdf

教育普及施設版の⼯夫
「宣⾔するためのツール」から「宣⾔してもらうためのツール」

コミュニケーションデザイン
結果、最終的に、26万宣⾔中、少なくとも8万は動物園⽔族館



両⾯で作成

＊Cool Choiceロゴがあるのは、気候変動と⽣物多様性保全の両輪の活動を、動物園⽔族館に広めたいとの思
いから、Cool Choice推進の事業とも連携したため

宣⾔想定

ハサミで切るなど

丸を付ける

＊オリジナル切り取り部分にある属性情報（住所、性別、年代）は、蓄積されてない。ツールの活⽤者（動
物園⽔族館）が特定されているので、類推可能



順番変更

「ふれよう」は渡す時点で達成。
状況に合わせた説明しやすい順
序に変更

＊「地元」「旬」が、学年によっては伝えにくい

何度も動物園/⽔族館に来てもらいたい。



• ⾏動の理由（解
説）を記載

• ⼤⼈（解説員や
家族）が、⼦ど
もに、ツールの
趣旨に沿って説
明できるように

追加情報先の案内

右下、切り離すことで、宣⾔と⾒なし
た。三⾓の切端は、動物園⽔族館の各
園館で⼯夫された

須磨⽔族館 神⼾動物園



A1ポスター シート台紙

説明⽤のパワポと原
稿案など、PDFと
PPTデータを提供

動物園⽔族館の活⽤を想定し
てツールを各種提供

これらを揃えて、⽇動⽔の研
修会等で説明実施

J-GBFへの⽰唆
• ⽬的（的）‐⽬標（的に⾄る標）-必要な⼿法の整理
• 認知度＝＞⼈の⽬に留まる仕掛け。（ex.種⼦の⾵散布)
• 宣⾔＝＞変容への⼀歩
• ⾏動変容＝＞芽が出るような仕掛けとケア（適した⼟壌に、種が届き、

⽬を出すように働きかける）
• ネイチャーポジティブのための、MY⾏動宣⾔は何か？
• J-GBFのネットワークを最⼤限活かすには？

• MY⾏動宣⾔をするためのツールorしてもらうためのツール
• 「私のため？」「⽣物多様性のため？」「⼤切な⼈のため？」



【参考】IUCNーCECのNature for All事業成果
⾃然を守る⾏動は、⾃然体験から⽣まれる

• 幼少期のポジティブで意義のある⾃然体験と、⾝
近なロールモデルの存在が、成⼈になったときの
⾃然環境に配慮した⾏動をとるかどうかの重要な
要素である（＝知識は重要だけど、それだけでは
不⼗分）

• 場の感覚（Sense of Place)・⾃然とのつながり
（Connectedness)が、⾃然を守ったり、破壊さ
れることへの反対⾏動につながりやすい

• ほぼあらゆる社会で、⼈と⾃然のつながりが失わ
れている

• これらのコミュニケーションに、認知科学⾏動科
学の知⾒などをもっと活⽤すべき

“Connecting with Nature to Care for 
Ourselves and the Earth”

http://natureforall.global/s/Connecti
ng-with-Nature-ehpw.pdf


